
政
令
第
三
十
四
号

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
七
号
、
第
八
条
第
二
項
第
二
号
、
第
十
条
第
一

項
、
第
二
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
同
条
第
三
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

三
十
五
条
、
第
三
十
五
条
の
三
（
同
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
六
条
、
第
九
十

二
条
及
び
第
九
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
類
す
る
も
の
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
軒
等
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
突
き
出

た
も
の
」
の
下
に
「
（
建
築
物
の
建
蔽
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
建
築
面
積
を
算
定
す
る
場
合
に
限
り
、
工
場
又
は
倉
庫
の
用

途
に
供
す
る
建
築
物
に
お
い
て
専
ら
貨
物
の
積
卸
し
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
業
務
の
た
め
に
設
け
る
軒
等
で
そ
の
端
と
敷
地
境

界
線
と
の
間
の
敷
地
の
部
分
に
有
効
な
空
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上

支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
軒
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
例
軒
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
当
該

中
心
線
か
ら
突
き
出
た
距
離
が
水
平
距
離
一
メ
ー
ト
ル
以
上
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
、
「
後



退
し
た
線
」
の
下
に
「
（
建
築
物
の
建
蔽
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
建
築
面
積
を
算
定
す
る
場
合
に
限
り
、
特
例
軒
等
の
う
ち

当
該
中
心
線
か
ら
水
平
距
離
五
メ
ー
ト
ル
以
上
突
き
出
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
端
か
ら
水
平
距
離
五
メ
ー
ト
ル
以
内
で
当

該
特
例
軒
等
の
構
造
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
距
離
後
退
し
た
線
）
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
つ
い
て
は
、

そ
の
端
」
を
「
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
又
は
そ
の
部
分
の
端
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
二
第
二
号
中
「
五
以
上
」
を
「
三
以
上
」
に
、
「
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
中
「
場
合
を
含
む
。
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
条
及
び
」
を
、
「
）
の
政
令
で
定
め
る
」
の
下
に
「
法
第
二
十

八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
「
の
と
お
り
」
を
「
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
次
に
定
め
る
」

を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
有
効
断
面
積
は
」
を
「
有
効
断
面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
面
積
と
す

(1)

る
。
）
が
」
に
、
「
数
値
以
上
と
す
る
」
を
「
必
要
有
効
断
面
積
以
上
で
あ
る
」
に
、
「
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
（
」
を
「
必

要
有
効
断
面
積
（
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
有
効
開
口
面
積
は
」
を
「
有
効
開
口
面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表
し
た
面
積
と

(2)

す
る
。
）
が
」
に
、
「
に
規
定
す
る
排
気
筒
の
有
効
断
面
積
以
上
と
す
る
」
を
「
の
式
に
よ
つ
て
計
算
し
た
必
要
有
効
断
面
積

以
上
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
定
め
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、
「
構
造
と
す
る
」
を
「
も
の
で
あ
る
」
に
改
め
、
同

(3)



号
ロ
中
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
「
次
に
定
め
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
有

(1)

効
換
気
量
は
」
を
「
有
効
換
気
量
（
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
で
表
し
た
量
と
す
る
。

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」
に
、
「
数
値
以

(2)

上
と
す
る
」
を
「
必
要
有
効
換
気
量
以
上
で
あ
る
」
に
、
「
有
効
換
気
量
（
」
を
「
必
要
有
効
換
気
量
（
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
」
を
削
り
、
「
有
効
換
気
量
は
」
を
「
有
効
換
気
量
が
」
に
、
「
に
つ
い
て
必
要
な
有
効
換

(2)気
量
」
を
「
の
必
要
有
効
換
気
量
」
に
、
「
と
す
る
」
を
「
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
定
め
る
」
を
「
掲
げ
る
」

(3)

に
、
「
構
造
と
す
る
」
を
「
も
の
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
構
造
と
」
を
「
も
の
と
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
の
設

備
」
を
「
の
換
気
設
備
」
に
改
め
、
同
号
ニ

中
「
百
万
分
の
十
」
を
「
百
万
分
の
六
」
に
改
め
、
同
号
ニ

中
「
か
ら
」
を

(1)

(2)

「
に
は
、
」
に
改
め
、
「
雨
水
」
の
下
に
「
の
浸
入
」
を
加
え
、
「
が
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
を
「
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

設
備
を
設
け
る
」
に
改
め
、
同
号
ニ

中
「

及
び

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
基
準
」
を
「

の
項
及
び

の
項
か
ら

の
項

(4)

（一）

（四）

（六）

（一）

（四）

（六）

ま
で
の
中
欄
に
掲
げ
る
事
項
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
そ
の
他
の
建
築
物
の
部

分
」
を
削
り
、
「
）
及
び
」
を
「
）
又
は
」
に
改
め
、
「
空
気
調
和
設
備
」
の
下
に
「
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
」
を
加
え
、

「
監
視
は
、
」
を
「
監
視
を
中
央
管
理
室
（
」
に
、
「
（
以
下
「
中
央
管
理
室
」
と
い
う
」
を
「
を
い
う
。
以
下
同
じ
」
に
改

め
る
。



第
百
七
条
第
一
号
中
「
に
掲
げ
る
建
築
物
」
を
「
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
」
に
、
「
当
該
部
分
」
を
「
当
該
各
部
分
」

に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
」
を
「
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
部
分
の
存
す
る
階
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
」
に
改
め
、

同
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

時

間

最
上
階
及
び

最
上
階
か
ら

最
上
階
か
ら

最
上
階
か
ら

最
上
階
か
ら

最
上
階
か
ら

数
え
た
階
数

数
え
た
階
数

数
え
た
階
数

数
え
た
階
数

建

築

物

の

部

分

数
え
た
階
数

が
五
以
上
で

が
十
以
上
で

が
十
五
以
上

が
二
十
以
上

が
二
以
上
で

九
以
内
の
階

十
四
以
内
の

で
十
九
以
内

の
階

四
以
内
の
階

階

の
階

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

壁

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

柱

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
・
五
時
間

三
時
間

床

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間



は
り

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
・
五
時
間

三
時
間

屋
根

三
十
分
間

階
段

三
十
分
間

備
考一

第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
階
数
に
算
入
さ
れ
な
い
屋
上
部
分
が
あ
る
建
築
物
の
当
該
屋
上
部
分
は

、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
最
上
階
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
お
け
る
階
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
階
の
部
分

の
階
数
は
、
全
て
算
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
七
条
第
二
号
中
「
壁
及
び
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
壁
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
外
壁
及
び
」

を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
外
壁
及
び
」
に
、
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
百
十
一
条
第
一
項
中
「
の
各
部
分
か
ら
屋
外
へ
の
出
口
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
並
び
に
」
を
「
か
ら
の
避
難
の
用
に
供
す

る
廊
下
そ
の
他
の
通
路
の
構
造
並
び
に
消
火
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
の
照
明
装
置
及
び
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
一
項
中
「
居
室
の
各
部
分
」
を
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
居
室
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
居
室
」



に
、
「
次
の
表
の
」
を
「
同
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ

る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
」
を
「
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
表
の

の
項
中
「
有
し
な
い
居

（一）

室
」
の
下
に
「
（
当
該
居
室
の
床
面
積
、
当
該
居
室
か
ら
の
避
難
の
用
に
供
す
る
廊
下
そ
の
他
の
通
路
の
構
造
並
び
に
消
火
設

備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
の
照
明
装
置
及
び
警
報
設
備
の
設
置
の
状
況
及
び
構
造
に
関
し
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
表
の

の
項
中
「

又
は

」
を
「

の
項
又
は

（三）

（一）

（二）

（一）

の
項
」
に
改
め
る
。

（二）
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
一
項
第
六
号
中
「
雨
水
」
の
下
に
「
の
浸
入
」
を
、
「
も
の
」
の
下
に
「
の
侵
入
」
を
加
え
、

「
す
る
」
を
「
設
け
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
外
気
取
り
入
れ
口
」
を
「
外
気
取
入
口
」
に
改
め
、
「
雨
水
」

の
下
に
「
の
浸
入
」
を
、
「
も
の
」
の
下
に
「
の
侵
入
」
を
加
え
、
「
す
る
」
を
「
設
け
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
空

気
調
和
設
備
」
の
下
に
「
の
構
造
」
を
加
え
、
「
に
定
め
る
構
造
と
す
る
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
ほ

か
、
」
に
、
「
各
項
の
上
欄
」
を
「
中
欄
」
に
、
「
お
お
む
ね
当
該
各
項
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
お
お
む
ね
同
表
」
に
、
「
供
給
す

る
」
を
「
供
給
（
排
出
を
含
む
。
）
を
す
る
」
に
、
「
な
い
構
造
」
を
「
な
い
も
の
」
に
改
め
、
同
項
の
表
の

の
項
中
「
以

（一）

下
」
の
下
に
「
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加
え
、
同
表
の

の
項
中
「
百
万
分
の
十
以
下
」
を
「
百
万
分
の
六
以
下
で
あ
る
こ

（二）



と
。
」
に
改
め
、
同
表
の

の
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加
え
、
同
表
の

の
項
中
「
十
七
度
」
を
「
十

（三）

（四）

八
度
」
に
改
め
、
「
以
下
」
の
下
に
「
で
あ
る
こ
と
。
」
を
、
「
し
な
い
」
の
下
に
「
も
の
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
表
の

の
（五）

こ
の
表
の
各
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
基
準
を

項
及
び

の
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
で
あ
る
こ
と
。
」
を
加
え
、
同
表
中

（六）

測
定
方
法
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の

を
削
る
。

第
百
五
十
条
中
「
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
建
築
物
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

法
別
表
第
一

欄
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
う
ち
階
数
が
三
以
上
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

（い）

積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

二

事
務
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。
）
の

う
ち
階
数
が
五
以
上
で
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

附

則



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
鑑
み
、
建
築
物
の
建
蔽
率
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
建
築
面
積
の
算
定
方
法
並
び
に
建
築
物
の
防
火

及
び
避
難
に
関
す
る
規
制
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
維
持
保
全
に
関
す
る
計
画
の
作
成
等
を
要
す
る
建
築
物
の

範
囲
を
拡
大
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


